
フォーバル、

三重県「中小企業向けDX・AI伴走支援事業」を受託

～県内企業の実態を可視化、ニーズに応じて企業ドクターが伴走支援へ～

株式会社フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中島將典、以下「フォーバル」）は、この

たび、三重県（知事：一見勝之）より、「中小企業向けDX・AI伴走支援事業」を受託しました。令和6年度

に続く受託で、フォーバルの企業ドクター（次世代経営コンサルタント）が、今年度も三重県内の中小企業

のDX推進のため伴走支援を行います。

＜報道関係各位＞ 2026年7月29日
フォーバルPR事務局

令和6年度に続き2度目の受託、企業の課題に応じた短期・長期の2コースを用意

「実態把握」「伴走支援」「機運醸成」「成果創出・横展開」の4フェーズで実施

三重県では、令和4年度に「みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画」を策定し、誰もがデジタ

ル化の恩恵を受けられる社会の実現を目指しています。一方、同県の中小企業向け調査によると、「DXに

取り組みたいが、何から始めればよいかわからない」という企業が多く、「DX動向2025」によれば、中小

企業におけるAI活用は著しく低いことがわかっています。

フォーバルは、本計画に基づくDX支援事業を令和6年度に引き続き今年度も受託。企業のニーズに応じて、

「短期実装支援コース」と「業務変革支援コース」の2つのコースを設計しました。企業のニーズやフェー

ズに応じて、フォーバルの企業ドクターが最適な伴走支援を実施します。

本事業では、以下の4フェーズに整理して事業を進めます。

■ 実態把握（DX推進状況の調査と分析）

国による経済センサスなどを活用した分析に基づき、県内を5ブロックに分割。訪問調査（500社規模）

とフォーバルの経営可視化ツール「きづなPARK」でDX推進状況を診断し、支援ニーズを把握します。

■ 機運醸成（セミナーの実施）

訪問調査でもセミナーの参加意向を質問。DX関心層に対し、DXやAI活用の必要性、成功事例、具体的

な活用イメージ等を共有することで、DX推進への理解促進と行動変容を目指します。

■ 伴走支援（2段階伴走モデル）

DXスタート診断とヒアリングの結果から、各社の緊急性や実行体制などを評価。「短期支援コース」と

「長期支援コース」の2つのコースで、伴走支援を実施します。

■ 合同成果報告会

伴走支援による成果や事例を発表し、横展開を図ることで、地域全体のDX推進と継続的な生産性向上に

つなげます。



株式会社フォーバル（東証スタンダード：8275）は、中小・小規模企業向けの伴走コンサルティングを

主力事業とし、「情報通信」「海外」「環境」「人材・教育」「起業・事業承継」の5分野で経営支援サー

ビスを展開しています。独自の「企業ドクター（次世代経営コンサルタント）」モデルを通じて、経営課

題の可視化から改善提案、実行支援までを一気通貫で提供し、ESG経営、人的資本経営、DX/GX推進など

企業価値向上に資する高付加価値支援を行っています。

また、地方創生戦略「F-Japan構想」のもと、自治体、民間企業、教育機関、金融機関との連携による地域

共創モデルの構築および横展開を推進しています。
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株式会社フォーバルについて

企業フェーズに応じて設定される「短期実装支援コース」と「業務変革支援コース」の2つのコースの内

容は、以下の通りです。

■短期実装支援コース（5社対象・約3か月）

「まず小さく始め、短期間で成果を実感いただくこと」をゴールとする本コースは、DX未着手企業や、

「何から始めればよいかわからない」といった企業に対して、生成AI活用、情報発信、業務効率化等の

テーマを中心に支援を実施します。「業務が楽になった」「情報発信ができるようになった」「生成AIを

使えるようになった」など、まず成果を実感いただくことを重視します。さらに運用定着や次年度計画策

定まで支援することで、継続的なDX化の道筋を作ります。

■業務変革支援コース（10社対象・約5か月）

「全社変革とDX定着」をゴールとする本コース。特に、人材不足、属人化、情報分断といった構造課題

を抱える企業に対して、現状可視化から業務改善、情報共有基盤整備、データ活用、運用定着まで、中長

期の視点で支援を実施します。ツールの導入だけでなく、「社内に運用が定着し、自走できる状態」まで

実現すること目指し、ナレッジ蓄積の仕組みづくりや次年度計画の策定も行い、継続的な業務改善や生産

性向上を図ります。

ゴール設定によって異なる2つの伴走支援コース

▼本事業や自治体事業に関するお問い合わせはこちら▼

https://www.forval.co.jp/contact_ask/
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